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していることである。私は “新 しい子 ども"たち
、“新 しい事態"に直面 していると考 えなければ
圧倒的多数の “ふつ うの子 ども"たちが起こ
が登場 したと考えている。私たち教師は、今
ならないだろう。
つま り、河上氏は、ここ10年くらいの間に、自制心がきかず、 しかしひどく傷つきやす く、人
づきあいができない、新 しい子 どもたちが出現 してきていると述べるわけである。極言すれば、




















ぞれが仕事、家事、勉強とい うように分業 しているからだ。 しかも職住が遠隔化 し、父親の在
宅時間が短 く、子供も塾通いなどであまり家にいない。現代では、家族が一緒に食事をするこ
とす ら希であるとい うが、それも家族が分業 しているからにほかならない。
郊外の第二の問題は、郊外では人が働 く姿が見えないとい うことである。








い、子 どもたちの勤労観 0職業観の育成にも負の影響を与えていると、三浦氏は指摘 していると
言える。
また、現代 日本において急激に進む核家族化・少子化現象5は、兄弟姉妹数が多かった頃には子





の独 り遊び」にと変質 してきたとい うことである。その原因としては、自然破壊や車社会の進展に
よる遊び空間の喪失、少子化や塾通い等にともな う地域や家庭における遊び仲間の喪失、そ して
生活の機械化・ 自動化による独 り遊びを可能にする遊具 (テレビゲーム等)の出現等が、少なく







あるいは危険も実感 しながら、感性を磨 くことが期待できるとい うことである。
第二に、野外での遊びの創造の中で、冒険心や挑戦心など、子 どもの自発性や主体性が試 され
る機会が多くなるということである。






今 日、子 どもたちの遊びがかつての「野外での仲間集団での遊び」から「室内での独 り遊び」に変





てお り、これが人間性や社会性の喪失傾向とい う今 日の子 どもの状況に多分に結び付いていると
考えるわけである。
もちろん、このような傾向は、間接的には今 日における地域社会での教育機能や家庭での教育






つてお り、この二つの教育機能が働き合 うことによって、子どもたちの社会や 自然に対する認識
を深め、実践に結び付けていくことができると考えられてきたわけである。その観点から、戦後
の新教育において、「生活教育」の主要な要素ともい うべき経験主義が、「生活単元学習」あるいは







すなわち、地域や家庭、そ して学校 自体においても、生活場面が後退 し、人間性や社会性を育
む場が衰退 してきたことが、今 日の子 どもをめぐる病理現象の一つの大きな要因となっていると
考えられる。































統工業や栽培活動に取 り組ませる勤労体験の機会が特別活動では多いとい うことである。そ して、
このような奉仕活動や勤労体験 とい う形での社会参加は、生きた社会に直接的にかかわるとい う
社会的体験の場 とな り、子 どもの社会性育成に特に有効な教育活動であると言えよう。
第二には、問題解決活動 としての側面をもつ特別活動の性格を挙げることができる。
特別活動では、その内容 として、学級や学校における諸問題の解決が重視 されてお り、その諸
問題の解決をはか りながら楽 しく豊かな共同生活を築いていくことが期待 されている。そ して、




第四には、特別活動は市民的資質育成活動 としての機能を有 しているとい うことである。
例えば、上述の 「第二」で挙げた学級における問題解決のための問題 としては、集団の秩序維
持に関することとともに人権侵犯問題が多いが、これを話 し合いによつて解決 していくことによ
つて、子 どもたちはお互いの人格 と人権を尊重 し、理解 しあうことの大切 さに気付いていくこと
になる。つま り、民主主義社会における市民としての在 り方を学んでいくわけであり、これはま
さに市民的資質育成活動 としての特別活動の性格を示唆 しているものと言えよう。
第五には、自主的・実践的活動 とい う特別活動の本質 ともい うべき性格が挙げられる。
特別活動は、自主的・実践的な態度の育成を究極の目標 としている。つまり、「学級活動」「児
童会活動」「クラブ活動」「学校行事」といった特別活動の諸活動の中で、子 どもが自主的・実践
的に取 り組むことによって、学校が子 ども自身の生活の場 となることをねらいとしているわけで
ある。そのために、子 どもが自分 自身の意志で計画・実行できる時間や環境、機会が特別活動で
は保障されていると言える。
上述 したように、特別活動の有する基本的な性格には、学校を子 どもの生活の場 として再編す
る契機が秘められてお り、子 どもの人間性を回復 し、主体性を確立 し、豊かな人間関係 と社会的
連帯性をも構築 し、子 どもの生活力を育成 していくことを可能にすると考えている。















































ります。例えば、理科の教科書で初めて「チ ョウ」や「トンボ」にお 目にかか り、「これが うわさ
に聞いていていたチ ョウとい うものか」となるわけです。そ して、経験や体験の裏づけがない
と、いきな り「これはこうだ。こうすればよい」と、科学的 0合理的なものの見方、考え方、技







憶に頼 らぎるをえないとい う状況は、教師の教授法のあり方以上に、この 「体験不足」とい う
育ちの過程に起因していると思われます。
こうして、授業はリア リティーを欠いた「抽象的な知識暗記主義」に陥ることにな りますが、
























変により、子 ども社会における自然体験や社会体験の場 と機会が急減 し、一方では地域社会での
教育機能や家庭での教育力の衰退が進行 していると言える。
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